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大規模化と並行し
多忙化が進む小中学校

一 般 質 問一 般 質 問 G qe n e r a l u e s t i o n

神
田

　公
司 

議
員

２
学
期
制
の
導
入
を
！

神
田
　
労
働
安
全
衛
生
法
の
長
時
間
労
働

者
（
教
職
員
）
集
計
表
に
よ
る
と
、
月
１

0
0
時
間
を
超
え
る
勤
務
、
１
0
0
時
間

〜
80
時
間
勤
務
が
多
い
学
校
は
合
志
南
小
、

東
小
、
合
志
中
、
西
合
志
南
中
。
こ
う
な

る
と
制
度
的
に
は
改
革
が
必
要
だ
。
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
う
時
間
を
１
時
間
で
も

多
く
と
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
こ
で
2
学

期
制
の
導
入
を
考
え
て
い
い
時
期
で
は
な

い
か
。
教
育
長
は
、
大
津
町
で
2
学
期
制

を
経
験
さ
れ
て
い
る
。
2
学
期
制
の
導
入

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

教
育
長
　
特
に
新
学
習
指
導
要
領
が
改
訂

さ
れ
て
か
ら
は
、
指
導
内
容
、
授
業
時
数

が
増
え
て
お
り
、
そ
れ
に
対
応
し
て
い
く

た
め
に
長
期
休
業
の
短
縮
と
か
、
2
学
期

制
の
導
入
が
、
こ
れ
を
機
会
に
進
ん
で
い

る
。
私
は
2
学
期
制
、
3
学
期
制
の
学
校
、

両
方
と
も
経
験
し
た
。
そ
の
中
で
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
ど
の
学
期
制
に
お

い
て
も
あ
る
。
特
に
学
校
サ
イ
ド
か
ら
見

た
２
学
期
制
の
長
所
は
、
各
行
事
に
お
い

て
始
業
式
と
終
業
式
の
部
分
で
１
回
ず
つ

減
る
こ
と
。
そ
れ
か
ら
、
評
価
表
作
成
に

要
す
る
業
務
が
減
る
こ
と
で
、
教
職
員
の
負

担
軽
減
に
私
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
2
学
期
制
の
導
入
に
は
子
ど
も

の
思
い
と
か
、
学
校
側
の
業
務
内
容
と
か
、

運
用
、
全
て
の
面
で
判
断
す
る
こ
と
が
大

事
だ
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
本
当
に

２
学
期
制
が
有
利
な
の
か
、
そ
う
し
た
意

見
と
か
現
状
を
踏
ま
え
て
、
現
在
で
は
３

学
期
制
度
を
維
持
し
て
い
る
。
容
易
に
何

で
も
制
度
を
変
え
な
い
で
ほ
し
い
と
い
う

保
護
者
の
願
い
が
あ
る
の
も
事
実
。
教
職

員
の
負
担
軽
減
と
い
う
２
学
期
制
の
メ
リ

ッ
ト
も
私
は
十
分
理
解
し
て
い
る
の
で
、

慎
重
に
研
究
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

神
田
　
い
ま
何
を
優
先
す
べ
き
か
。
こ
の

労
働
実
態
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
い
か
に
向

き
合
う
時
間
を
と
る
の
か
と
い
う
の
は
、

非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

 

池
尻
地
区
開
発
の

　
　
影
響
に
つ
い
て

坂
本

　早
苗 

議
員

坂
本
　
池
尻
地
区
開
発
に
よ
る
合
志
南
小

学
校
児
童
数
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
地
区
開
発
に
よ
り

2
0
0
戸
の
分
譲
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

児
童
数
の
予
測
で
は
合
志
南
小
の
30
年
度

は
１
，0
9
１
人
と
推
計
し
て
い
る
。
学

級
数
は
8
教
室
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

坂
本
　
合
併
時
に
4
0
0
人
の
合
志
南
小

が
3
倍
近
く
な
る
こ
と
で
、体
育
館
、プ
ー

ル
、
図
書
館
等
の
対
応
は
で
き
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
関
連
施
設
に
つ
い
て
は

今
後
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

坂
本
　
こ
の
地
区
計
画
の
着
工
時
期
は
。

政
策
部
次
長
　
地
区
開
発
は
地
元
地
権
者

に
よ
る
組
合
の
施
工
で
あ
り
、
農
政
局
な

ど
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必
要
。
現
時
点

で
は
多
く
の
不
確
実
な
部
分
が
あ
る
。

市
長
　
道
路
は
市
が
整
備
す
る
が
開
発
は

民
で
行
う
の
で
、
時
期
を
示
す
の
は
控
え

た
い
。

坂
本
　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
く
ん
は
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て

作
ら
れ
た
が
、
最
近
は
県
内
外
で
合
志
市

の
Ｐ
Ｒ
に
大
活
躍
し
て
い
る
。
合
志
市
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
き
ち
ん
と
認
定
し
、

貸
し
出
し
基
準
の
整
備
も
必
要
で
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
貸
し
出
し
件
数
が
増
え

て
い
る
の
で
内
規
を
設
け
た
い
。
正
式
に

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る
活
躍
の
場
が
広

が
る
と

思
う
。

今
後
検

討
し
た

い
。

坂
本
　
合
志
地
区
に
は
夜
間
照
明
の
設
備

が
あ
る
の
は
合
志
南
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ

け
で
あ
る
。
栄
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
っ
と
整

備
し
て
サ
ッ
カ
ー
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

使
い
や
す
く
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
利
用
団
体
か
ら
正
式
な

要
望
が
あ
れ
ば
、
地
区
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
夜
間
照
明
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
対
応
に
は
防
犯
灯

の
設
置
を
考
え
た
い
。

　

 　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
く
ん
を
合
志
市
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
認
定
し
て
は

栄
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
！

7
月
3
日

　福
岡
県
筑
後
市

　農
地
集
積
、人
・
農
地
プ
ラ
ン

　
筑
後
市
は
、
要
土
地
基
盤
整
備
面

積
の
全
て
が
完
了
し
て
お
り
、
水
稲
、

麦
、大
豆
の
他
に
野
菜
、果
樹
、花
、畜

産
な
ど
、
本
市
と
同
様
に
多
様
な
農

業
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。農
家

数
9
9
7
戸
、
耕
地
面
積
2,
0
3
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
地
集
積
率
96
％
で

す
。農
地
集
積
の
取
り
組
み
は
法
人

化
を
推
進
し
、
集
積
が
促
進
さ
れ
、
現

在
19
組
織
が
法
人
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
市

農
政
課
が
対
象
と
な
る
地
区
の
原
案

を
作
成
し
、
検
討
委
員
会
で
承
認
後

に
決
定
さ
れ
、

現
在
プ
ラ
ン
数

32
、
経
営
体
数

2
1
5
で
あ
り

ま
す
。本
市
に

お
い
て
も
取
り

入
れ
る
べ
き
内

容
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。

7
月
3
日

　福
岡
県
久
留
米
市

　中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　
調
理
場
は
平
成
22
年
度
に
建
設
さ

れ
、
行
政
職
員
6
人
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
る
民
間
事
業
者
（
従
業
者
数
55

人
）で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
市
内
中
学

校
14
校
、
生
徒
数
7,
0
3
0
人
に
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。郷
土
料
理
や
世

界
の
料
理
の
献
立
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。野
菜
に
つ
い
て
は
地
元
産
野
菜

を
6
割
使
用
す
る
な
ど
地
産
地
消
に

も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
は
経
費
の
面
か
ら
20
％
程
度
の
削

減
効
果
が
あ
り

ま
す
。学
校
給

食
の
教
育
に
お

け
る
位
置
づ
け

と
、
そ
の
供
給

体
制
に
つ
い
て

参
考
に
す
べ
き

点
が
あ
り
ま
し

た
。

7
月
4
日

　佐
賀
県
武
雄
市

　指
定
管
理
者
導
入
の
市
図
書
館

　
指
定
管
理
者
に
よ
っ
て
年
中
無
休

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。来
館
者
は

１
日
平
均
2,
5
0
0
人
、図
書
貸
し
出

し
数
は
１
日
平
均
１,
5
0
0
冊
で
す
。

　
図
書
館
と
本
屋
さ
ん
が
同
じ
場
所

で
共
存
す
る
と
い
う
珍
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。計
画
が
発
表
さ
れ
る
と
、
図
書
館

業
界
に
賛
否
両
論
の
波
紋
を
広
げ
な

が
ら
も
、マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、行
政
視
察
が
殺
到
し

て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
の
市
民

の
多
様
な
ニ
ー

ズ
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
あ
っ

た
図
書
館
が
求

め
ら
れ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。

委員会研修報告

・
議
会
運
営
に
つ
い
て

・
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

7
月
7
日

　福
岡
県
行
橋
市

市
議
会
構
成
に
つ
い
て

　
定
数
21
名
、
5
会
派
及
び
無
会
派

3
名
、
3
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
、
加
え
て
2
特
別
委
員
会

で
構
成
さ
れ
る
。
議
運
に
関
し
て
は

各
会
派
か
ら
所
属
議
員
数
に
応
じ
て

選
出
さ
れ
た
７
名
で
組
織
さ
れ
て
い

る
。

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
一
人
当
た
り
月
額
2
5
，0
0
0

円
で
年
度
当
初
全
額
30
万
円
を
個
人

に
支
給
。
使
途
基
準
項
目
共
通
原

則
・
指
針
で
定
め
た
収
支
報
告
に
よ

り
厳
し
く
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

7
月
8
日

　福
岡
県
筑
紫
野
市

市
議
会
構
成
に
つ
い
て

　
定
数
22
名
、
4
会
派
及
び
無
会
派

１
名
。
3
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
、
加
え
て
3
特
別
委
員
会

で
構
成
さ
れ
る
。
議
運
に
関
し
て
は
、

各
会
派
か
ら
所
属
議
員
数
に
応
じ
て

ド
ン
ト
式
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
８
名

で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
一
人
当
た
り
月
額
3
万
円
で
年
度

当
初
全
額
36
万
円
を
会
派
に
支
給
。

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

に
よ
り
9
項
目
の
使
途
基
準
を
定
め

明
確
化
し
て
お
り
、
収
支
報
告
に
関

し
て
も
手
引
き
を
策
定
、
会
派
会
計

責
任
者
が
所
属
議
員
の
収
支
を
管
理

し
、
ま
と
め
て
事
務
局
へ
提
出
。
さ

ら
に
事
務
局
で
担
当
者
が
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
議
長
に
報
告
す
る
と
い
う
厳

格
な
体
制
を
と
っ
て
い
る
。

文教経済常任委員会
平成26年7月3～4日　福岡県筑後市・久留米市・佐賀県武雄市

委員長
委　員
委　員
委　員

副委員長
委　員
委　員
議　長

青木　照美
今村　直登
濱口　正曉
上田　欣也

松井美津子
木場田孝幸
坂本　早苗
池永　幸生

【視察委員】

議会運営委員会
平成26年7月7～8日　福岡県行橋市・筑紫野市

【視察委員】 委員長
委　員
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議　長
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池永　幸生
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坂
本

　早
苗 

議
員

坂
本
　
池
尻
地
区
開
発
に
よ
る
合
志
南
小

学
校
児
童
数
の
増
加
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
地
区
開
発
に
よ
り

2
0
0
戸
の
分
譲
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

児
童
数
の
予
測
で
は
合
志
南
小
の
30
年
度

は
１
，0
9
１
人
と
推
計
し
て
い
る
。
学

級
数
は
8
教
室
増
え
る
見
込
み
で
あ
る
。

坂
本
　
合
併
時
に
4
0
0
人
の
合
志
南
小

が
3
倍
近
く
な
る
こ
と
で
、体
育
館
、プ
ー

ル
、
図
書
館
等
の
対
応
は
で
き
る
の
か
。

学
校
教
育
課
長
　
関
連
施
設
に
つ
い
て
は

今
後
協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

坂
本
　
こ
の
地
区
計
画
の
着
工
時
期
は
。

政
策
部
次
長
　
地
区
開
発
は
地
元
地
権
者

に
よ
る
組
合
の
施
工
で
あ
り
、
農
政
局
な

ど
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必
要
。
現
時
点

で
は
多
く
の
不
確
実
な
部
分
が
あ
る
。

市
長
　
道
路
は
市
が
整
備
す
る
が
開
発
は

民
で
行
う
の
で
、
時
期
を
示
す
の
は
控
え

た
い
。

坂
本
　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
く
ん
は
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
」
の
マ
ス
コ
ッ
ト
と
し
て

作
ら
れ
た
が
、
最
近
は
県
内
外
で
合
志
市

の
Ｐ
Ｒ
に
大
活
躍
し
て
い
る
。
合
志
市
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
き
ち
ん
と
認
定
し
、

貸
し
出
し
基
準
の
整
備
も
必
要
で
は
。

生
涯
学
習
課
長
　
貸
し
出
し
件
数
が
増
え

て
い
る
の
で
内
規
を
設
け
た
い
。
正
式
に

市
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
の
位
置
づ
け

が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
な
る
活
躍
の
場
が
広

が
る
と

思
う
。

今
後
検

討
し
た

い
。

坂
本
　
合
志
地
区
に
は
夜
間
照
明
の
設
備

が
あ
る
の
は
合
志
南
小
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
だ

け
で
あ
る
。
栄
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
も
っ
と
整

備
し
て
サ
ッ
カ
ー
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

使
い
や
す
く
で
き
な
い
か
。

生
涯
学
習
課
長
　
利
用
団
体
か
ら
正
式
な

要
望
が
あ
れ
ば
、
地
区
の
ご
意
見
を
聞
き

な
が
ら
夜
間
照
明
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

夜
間
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
対
応
に
は
防
犯
灯

の
設
置
を
考
え
た
い
。

　

 　
ヴ
ィ
ー
ブ
ル
く
ん
を
合
志
市
の

ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
し
て
認
定
し
て
は

栄
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
を
！

7
月
3
日

　福
岡
県
筑
後
市

　農
地
集
積
、人
・
農
地
プ
ラ
ン

　
筑
後
市
は
、
要
土
地
基
盤
整
備
面

積
の
全
て
が
完
了
し
て
お
り
、
水
稲
、

麦
、大
豆
の
他
に
野
菜
、果
樹
、花
、畜

産
な
ど
、
本
市
と
同
様
に
多
様
な
農

業
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。農
家

数
9
9
7
戸
、
耕
地
面
積
2,
0
3
0

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
農
地
集
積
率
96
％
で

す
。農
地
集
積
の
取
り
組
み
は
法
人

化
を
推
進
し
、
集
積
が
促
進
さ
れ
、
現

在
19
組
織
が
法
人
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
・
農
地
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
は
、
市

農
政
課
が
対
象
と
な
る
地
区
の
原
案

を
作
成
し
、
検
討
委
員
会
で
承
認
後

に
決
定
さ
れ
、

現
在
プ
ラ
ン
数

32
、
経
営
体
数

2
1
5
で
あ
り

ま
す
。本
市
に

お
い
て
も
取
り

入
れ
る
べ
き
内

容
が
多
数
あ
り

ま
し
た
。

7
月
3
日

　福
岡
県
久
留
米
市

　中
央
学
校
給
食
共
同
調
理
場

　
調
理
場
は
平
成
22
年
度
に
建
設
さ

れ
、
行
政
職
員
6
人
と
Ｐ
Ｆ
Ｉ
方
式

に
よ
る
民
間
事
業
者
（
従
業
者
数
55

人
）で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
市
内
中
学

校
14
校
、
生
徒
数
7,
0
3
0
人
に
提

供
さ
れ
て
い
ま
す
。郷
土
料
理
や
世

界
の
料
理
の
献
立
な
ど
も
あ
り
ま
し

た
。野
菜
に
つ
い
て
は
地
元
産
野
菜

を
6
割
使
用
す
る
な
ど
地
産
地
消
に

も
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｐ
Ｆ
Ｉ
方

式
は
経
費
の
面
か
ら
20
％
程
度
の
削

減
効
果
が
あ
り

ま
す
。学
校
給

食
の
教
育
に
お

け
る
位
置
づ
け

と
、
そ
の
供
給

体
制
に
つ
い
て

参
考
に
す
べ
き

点
が
あ
り
ま
し

た
。

7
月
4
日

　佐
賀
県
武
雄
市

　指
定
管
理
者
導
入
の
市
図
書
館

　
指
定
管
理
者
に
よ
っ
て
年
中
無
休

で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。来
館
者
は

１
日
平
均
2,
5
0
0
人
、図
書
貸
し
出

し
数
は
１
日
平
均
１,
5
0
0
冊
で
す
。

　
図
書
館
と
本
屋
さ
ん
が
同
じ
場
所

で
共
存
す
る
と
い
う
珍
し
い
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。計
画
が
発
表
さ
れ
る
と
、
図
書
館

業
界
に
賛
否
両
論
の
波
紋
を
広
げ
な

が
ら
も
、マ
ス
コ
ミ
に
取
り
上
げ
ら
れ

た
こ
と
も
あ
り
、行
政
視
察
が
殺
到
し

て
い
ま
す
。こ

れ
か
ら
の
市
民

の
多
様
な
ニ
ー

ズ
と
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
あ
っ

た
図
書
館
が
求

め
ら
れ
る
と
痛

感
し
ま
し
た
。

委員会研修報告

・
議
会
運
営
に
つ
い
て

・
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

7
月
7
日

　福
岡
県
行
橋
市

市
議
会
構
成
に
つ
い
て

　
定
数
21
名
、
5
会
派
及
び
無
会
派

3
名
、
3
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
、
加
え
て
2
特
別
委
員
会

で
構
成
さ
れ
る
。
議
運
に
関
し
て
は

各
会
派
か
ら
所
属
議
員
数
に
応
じ
て

選
出
さ
れ
た
７
名
で
組
織
さ
れ
て
い

る
。

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
一
人
当
た
り
月
額
2
5
，0
0
0

円
で
年
度
当
初
全
額
30
万
円
を
個
人

に
支
給
。
使
途
基
準
項
目
共
通
原

則
・
指
針
で
定
め
た
収
支
報
告
に
よ

り
厳
し
く
運
用
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

7
月
8
日

　福
岡
県
筑
紫
野
市

市
議
会
構
成
に
つ
い
て

　
定
数
22
名
、
4
会
派
及
び
無
会
派

１
名
。
3
常
任
委
員
会
及
び
議
会
運

営
委
員
会
、
加
え
て
3
特
別
委
員
会

で
構
成
さ
れ
る
。
議
運
に
関
し
て
は
、

各
会
派
か
ら
所
属
議
員
数
に
応
じ
て

ド
ン
ト
式
に
よ
り
選
出
さ
れ
た
８
名

で
組
織
さ
れ
て
い
る
。

政
務
活
動
費
に
つ
い
て

　
一
人
当
た
り
月
額
3
万
円
で
年
度

当
初
全
額
36
万
円
を
会
派
に
支
給
。

政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例

に
よ
り
9
項
目
の
使
途
基
準
を
定
め

明
確
化
し
て
お
り
、
収
支
報
告
に
関

し
て
も
手
引
き
を
策
定
、
会
派
会
計

責
任
者
が
所
属
議
員
の
収
支
を
管
理

し
、
ま
と
め
て
事
務
局
へ
提
出
。
さ

ら
に
事
務
局
で
担
当
者
が
チ
ェ
ッ
ク

を
し
て
議
長
に
報
告
す
る
と
い
う
厳

格
な
体
制
を
と
っ
て
い
る
。
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